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公⑭筒の餅（2）

大　掃　除　　　除夜の鑓　　　正　　　月 

明るい正月を 

火　の　用　心　　　　心　で　用　心　　　　目　で　用　心

に
対
す
る
注
意
が
、
や
や
も
す
る
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

火
の
畷
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
蓋
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
新
建
材

（
合
成
樹
脂
系
）
を
初
め
化
繊
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
、
い
っ
た
ん
火
災

が
起
き
る
と
、
多
盤
の
有
誌
ガ
ス
や
感

を
出
す
，
危
険
な
．
生
活
必
締
品
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ガ
ス
や
燈

を
吸
い
込
む
と
、
呼
吸
困
難
や
申
誌
を

起
こ
し
て
、
や
が
て
は
死
を
招
く
こ
と

に
も
な
る
の
で
す
。

塵
の
恐
ろ
し
さ
を
よ
く
知
っ
て
お
く

こ
と
も
、
火
災
か
ら
身
を
守
る
う
え
で

大
切
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。

〔
窒
息
の
危
険
〕

煙
に
含
ま
れ
る
ス
ス
を
吸
う
と
、
肺

の
細
胞
に
詰
ま
り
、
窒
思
し
ま
す
。

〔
中
毒
の
危
険
〕

不
完
全
燃
焼
に
よ
っ
て
発
生
す
る
一

酸
化
炭
素
が
、
空
気
中
わ
ず
か
一
％
の

滅
度
で
も
、
こ
れ
を
三
－
四
分
間
吸
う

と
死
亡
し
ま
す
。

〔
酸
素
欠
乏
〕
物
が
燃
え
る
に
し
た

が
っ
て
、
空
気
中
の
酸
素
は
減
っ
て
い

き
ま
す
。
空
気
中
に
は
二
十
一
％
の
酸

素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
十

五
％
に
な
る
と
呼
吸
困
難
に
陥
り
、
体

の
自
由
が
利
か
な
く
な
り
ま
す
。

〔
熱
気
滴
に
よ
る
生
理
的
影
響
〕

熟
せ
ら
れ
た
煙
を
吸
い
込
む
と
、
肺

に
入
り
、
や
け
ど
を
起
こ
し
、
呼
吸
を

困
難
に
し
ま
す
。

〔
視
覚
障
害
に
よ
る
精
神
的
影
響
〕

態
に
取
り
巻
か
れ
る
と
、
ス
ス
が
祝

界
を
さ
え
ぎ
り
、
爽
っ
暗
や
み
に
い
る

の
と
同
じ
状
態
に
な
り
、
不
安
感
や
恐

怖
心
を
起
こ
し
、
判
断
力
を
鈍
ら
せ
ま

す。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
1
0
月
ま
で

1
2
月
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や
ひ
っ
た
く
り
犯
の
〝
か
せ
ぎ
時
〟
で
す
。

ボ
ー
ナ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
な
に
か
と
大
金
が
動
き
、
正
月
の
準

備
な
ど
て
る
わ
た
だ
し
く
な
り
、
家
を
あ
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

家

で

の

防

犯

空
き
巣
ね
ら
い
の
約
半
数
は
、
カ
ギ

を
か
け
忘
れ
た
場
所
か
ら
侵
入
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
き
巣
ね
ら
い
の
二

位
野
〟
の
時
間
は
と
い
う
と
、
な
ん
と

3
分
間
か
ら
5
分
間
で
十
分
と
い
う
こ

と
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
、
必

ず
カ
ギ
を
か
け
ろ
こ
と
が
防
犯
の
第
一

歩
と
い
え
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
の
防
止

1
2
月
に
な
る
と
、
め
っ
き
り
ふ
え
る

の
か
ひ
っ
た
く
り
で
す
。
他
の
月
に
比

べ
暫
戒
が
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
約

一
割
も
被
害
が
ふ
え
ま
す
。

な
か
で
も
、
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
か

女
性
と
老
人
で
す
。
女
性
や
老
人
が
大

金
を
持
ち
歩
く
場
合
は
、
は
だ
身
近
く

に
持
つ
よ
う
に
し
て
特
に
注
憩
を
し
て

く
だ
さ
い
。



（3）　公⑬筋の餅　　　　　　　　　　　　　　　第304号

車に乗ったらまずベルト

シ　ート　ベ　ルト　は

あなた∴を守るe命の綱、

＜衝突事故のとき＞

。フロントガラスやハ

ンドルに頭や胸を強

打することを防止で

きる。

。車外にはじき出され

ることを防止したり

万一火災を起こした

ときなどでも激突で

愚説を失うこともな

くなるので車外Iこ避

難できる。

街
は
人
の
波
、
道
路
は
車
の
洪
水
〟

街
全
体
が
何
と
な
く
気
ぜ
わ
し
く
な
る

の
が
1
2
月
で
す
。

そ
の
気
ぜ
わ
し
さ
の
な
か
で
、
わ
た

し
た
ち
は
〝
心
の
ゆ
と
り
a
老
兄
笑
い

が
ち
で
す
。

交
通
事
故
防
止
　
－
　
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
も
、
歩
行
者
に
と
っ
て
も
大
切

な
の
は
「
心
の
ゆ
と
り
」
と
お
互
い
に

柏
手
の
立
絹
を
尊
重
す
る
「
思
い
や
り

の
心
」
で
す
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
に
も
「
ゆ
と
り
と

思
い
や
り
の
心
」
を
も
っ
て
安
全
連
語

安
全
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

く
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
前
方
の
人
や
車
の
確

認
が
遅
れ
た
り
、
見
落
と
し
た
り
す
る

ほ
か
、
気
が
大
き
く
な
り
危
険
を
危
険

と
も
思
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
非

常
に
不
安
定
な
心
理
状
態
に
な
り
ま
す

つ
ま
り
飲
酒
運
転
は
、
交
通
部
故
と
背

中
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
三
な
い
連
動
し

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
の
多
く
な

る
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
こ
の
時

期
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
特
に
注
愈
し
て
も

ら
い
た
い
の
か
飲
酒
運
転
に
よ
る
政
教

です。お
酒
を
飲
む
と
、
自
分
で
は
酔
っ
て

い
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
感
覚
は
麻

ひ
し
、
累
早
い
判
断
や
行
動
が
で
き
な

飲
酒
運
転
の
防
止
に
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
白
身
が
気
を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
、
地
域
、
職
場
ぐ
る
み
の
注
意
も

必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
次
の
「
三
な
い
述
勤
」

を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

▽
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

▽
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店
経

留
者
は
、
車
で
来
て
い
ろ
お
客
さ
ん
に

は
十
分
配
臆
し
、
酒
類
は
絶
対
に
出
さ

な
い
と
か
、
お
酒
を
飲
ん
だ
場
合
は
、

車
の
キ
ー
を
預
か
る
な
ど
し
て
、
巽
の

思
い
や
り
で
飲
酒
迎
転
を
防
止
し
ま
し

よ
ー
フ
o

役
　
場
　
事
　
務

役
場
の
耶
務
は
1
2
月
2
8
日
牛
細
山
に

「
御
用
納
め
」
を
行
い
、
l
月
3
日
ま

で
窓
口
、
一
般
郵
務
は
休
み
ま
す
。

ま
た
、
4
日
の
部
務
も
、
「
御
用
始

め
」
で
午
前
中
し
か
取
り
扱
い
が
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
印
鑑
証
明
誌
、
戸
籍
抄
本
、
転

出
証
明
蜜
な
ど
は
、
1
2
月
2
8
日
午
後
以

降
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

方
は
早
目
に
役
場
に
お
い
て
く
だ
さ
い

た
だ
し
、
戸
籍
の
受
付
（
出
生
届
、

死
亡
届
等
）
に
つ
い
て
は
、
当
埴
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

老

人

憩

の

家

1
2
月
柳
田
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。

新
年
1
月
5
日
か
ら
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

中

央

公

民

館

公

民

館

別

館

第
一
、
第
二
武
道
場

遠
賀
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

1
2
月
鎚
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。

ぎ過しは飛ぎ過み積足不寝ずで険危



塵⑭筋㈱餅（4）

みんなそろって明るいお正月を　歳末たすけあい運動に　ご協力ください。

昭
和
5
8
年
度
保
育
園
入
所
の
申
込
み
受
付
け
を
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

誓
i
　
∇
入
所
基
準
（
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か

に
蝦
当
し
、
京
庭
に
お
い
て
児
童
の

保
育
が
で
き
を
い
と
認
め
ら
れ
る
掲

合
に
入
所
が
で
き
る
）

用
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
抱
合

㈲
母
親
が
日
中
定
座
で
官
軍
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る
場
合
（
内
職
等
）

㈲
母
親
か
い
食
い
塗
挺
（
死
亡
・
行

方
不
明
等
）

㈲
母
親
の
出
産
後
（
出
産
の
前
後
ま

た
は
疾
病
の
揚
合
箱
）

㈲
病
人
の
看
病
（
長
期
に
わ
た
る
病

人
や
障
害
者
が
あ
る
た
め
母
親
が

看
病
に
あ
た
っ
て
い
る
溜
合
）

㈲
家
庭
の
災
害
（
火
災
・
風
水
害
で

居
室
を
失
っ
た
蛾
合
）

た
だ
し
、
家
庭
で
母
親
以
外
の
人

で
も
保
育
可
能
と
認
め
ら
れ
る
均
合

は
入
所
で
き
を
い
。

∇
定
　
　
員

遠
賀
川
保
育
園
　
0
0
人

商
都
保
育
園
　
脚
人

山
び
こ
保
育
園
　
糊
人

∇
受
付
期
間
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
1
0
日

（
金
）
～
昭
和
5
8
年
1
月
3
1
日
（
月
）

∇
申
込
方
法
　
役
揚
福
祉
係
ま
た
は
、

各
保
育
園
で
入
所
申
調
書
を
受
取
り

入
所
希
望
の
保
育
園
へ
申
請
密
を
提

出
す
る
。

∇
間
合
先
　
役
掲
福
祉
藤
橋
祝
係

偶
語
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ま
た
は
各
保
育
園

－
写
真
は
、
町
内
各
保
育
園
の

園
児
を
披
彫
　
1
1
月
1
9
日
I

エ
ー
／
キ
ャ
ベ
ツ
や
ハ
ク
サ
イ
が

市
価
　
の
半
値
9

－
　
に
ぎ
わ
っ
た
遠
賀
都
農
楽
集
　
－

第
1
7
回
遠
賀
郡
農
業
祭
が
日
月
2
3
日

岡
垣
中
学
校
で
朋
か
れ
、
郡
内
か
ら
集

ま
っ
た
人
達
約
一
万
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

した。当
日
は
、
市
価
の
半
値
近
く
で
販
売

し
た
キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
等
の
新
鮮

な
野
菜
の
即
売
に
人
気
が
集
ま
り
、
主

婦
の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
、
植
木
や
日

用
品
の
販
売
、
コ
イ
や
ウ
ナ
ギ
、
ド
ジ

ョ
ウ
の
つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
、
米
の

消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の

催
し
で
に
ぎ
わ
っ
た
一
日
で
し
た
。

ま
た
、
農
産
物
品
評
会
も
行
わ
れ
、

遠
賀
町
か
ら
は
次
の
三
名
が
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

▽
農
協
中
央
会
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ
　
広
田
一
生
　
尾
崎

大
　
　
豆
　
高
野
畠
葦
　
虫
生
郡

▽
県
醗
能
連
合
会
長
償

敏
雄
田
シ
ゲ
様

（
瞭
∴
渡
）
柴
田
薄
々
志
様

香

典

返

し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
厚
く
お
礼
押
し
上
げ
ま
す
。

政
経
下
マ
サ
ヱ
様

（
尾
　
崎
）
灘
下
浦
一
郎
様

（
広
　
渡
）
柴
田
薄
々
志
様

故
高
崎
利
雄
様

（
木
　
守
）
福
崎
正
純
機

故
村
田
マ
チ
様

（
上
別
府
）
村
田
武
美
様

故
前
田
　
男
様

（
別
　
府
）
綱
田
政
和
磁

故
松
本
七
郎
様

（
木
　
守
）
松
本
武
士
機



第304号（5）公＠鍔の彿

遠
賀
町
少
年
武
道
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

☆
・
日
月
2
1
日
（
日
）
町
青
少
年
育
成
町
民
会
読
・
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
、
昭
和
5
7
年
度
遠
賀
町
少
年
　
や

☆
　
武
道
大
会
が
郡
内
各
町
か
ら
も
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
柔
道
・
剣
道
・
空
手
道
の
三
競
技
…
羊

☆
　
が
行
わ
れ
、
各
参
加
選
手
遠
は
、
日
頃
か
ら
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
気
合
い
の
こ
も
っ
た
試
合
　
母

「
給
食
が
お
い
し
い
ナ
t
L

I
広
渡
小
学
校
「
老
人
招
へ
い
給
食
会
」

☆
…
が
続
き
ま
し
た
。
本
町
関
係
者
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

空
　
手
　
道

－
　
浅
木
小
学
校
体
育
館
　
－

。
小
学
校
五
年
の
部

三
　
位
∴
福
田
一
莫
∴
新
　
町

o
中
学
役
一
年
の
郊

準
優
勝
　
山
路
泰
毅
　
遠
賀
川

。
中
学
校
三
年
の
部

一
二
　
位
　
安
永
浩
一
虫
生
津

剣
　
道

－
遠
賀
勤
労
老
体
脊
セ
ン
タ
ー
ー

・・母

o
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
石
稲
に
裕
　
浅
　
木

。
中
学
生
女
手
の
蔀

優
　
勝
　
金
子
美
御
代
　
東
和
苑

準
優
勝
　
二
村
滑
子
　
鬼
　
洋

三
　
倣
　
白
石
伊
都
子
　
松
の
本

手
．
．
．
・
－
！
・
．
．
′
、
；
、
′
・
．
．
′
、
．
・
・
・
－
I
t

◎
個
人
週

o
小
学
校
一
年
－
三
年
日
揮
の
部

優
　
勝
　
棄
み
の
る
　
松
の
木

。
中
学
校
緑
、
兼
帯
の
郵

準
優
勝
　
原
田
英
一
東
和
苑

柔
　
道

－
　
広
漠
小
学
校
体
育
館
－
）

◎
団
体
戦
　
三
位
　
中
学
生
の
郊

◎
個
人
戦

o
幼
稚
園
の
部

準
優
勝
　
佐
藤
仁
敏
　
松
の
本

。
小
学
校
三
年
の
部

三
　
位
　
倉
原
絵
美
　
東
和
苑

o
小
学
校
四
年
の
鄭

準
優
勝
　
藤
村
佳
史
　
鬼
　
津

遠
賀
町
か
ら
五
名
が
入
選
／

◎
団
体
戦

o
中
学
校
男
子
の
部

優
　
勝
　
遠
賀
A

三
　
位
　
遠
賀
B

。
中
学
校
女
子
の
郵

優
　
勝
　
遠
賀
A

◎
個
人
戦

－　「家庭の日」

広
報
で
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

ま
し
た
よ
う
に
、
青
少
年
脅
威
的
民

会
議
で
は
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て

8
月
に
町
内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
し
て
、
「
家
庭
の
日
」
、
「
オ
ア

シ
ス
連
動
」
の
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
し
た
‥
そ
の
中
か
ら
優
秀

作
品
九
十
六
点
を
選
び
、
県
民
会
識

主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
、
県
下
十
点
の
優
秀
作
品
の
中

に
遠
讃
町
か
ら
、
作
文
一
点
、
ポ
ス

タ
ー
四
点
が
入
選
し
、
Ⅱ
月
2
3
日
、

太
宰
府
で
県
知
謡
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

・
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
の

作
文
と
ポ
ス
タ
ー
　
ー

o
　
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

遠
賀
中
学
校

二
年
　
中
村
好
活
　
新
　
町

o
　
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

二
年
　
田
中
修
二
　
中
　
央

。
「
オ
ア
シ
ス
連
動
」
ポ
ス
タ
ー

三
年
　
加
藤
芳
子
　
遠
賀
川

o
　
「
オ
ア
シ
ス
連
動
」
ポ
ス
タ
ー

入
　
選
　
者

浅
木
小
学
校

二
年
　
小
用
夕
香
子
　
浅
　
木

。
「
家
庭
の
H
L
ポ
ス
タ
ー

六
年
　
松
本
英
和
　
浅
　
木

すで」－目の
Lr〕

，〇°．浄横顔「は目
貫
J

青．1－月毎
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手作りのタコで
遊ぼう害．′

言二二裏書ru二審竺漸 ���170円 

大変 ��306kg 

収∴∴碓∴∴址 �小変 ��299kg 

大変 ��214kO 

小委 ��209kg 

天変 ��36．380円 

小 � �35．530111 

大 �姿 �6．766円 

小 �変 �6．008円 

大 ��4．722円 

小変 ��4．612rIi 

大変 ��2．043円 

小変 ��1、995ili 

差　別　な　く　し　て　　　明　る　い　町　づ　く　り

公
民
館
対
抗
駅
伝
大
会

を
開
催
し
ま
す

福
岡
県
（
地
域
）
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

第
一
一
中
学
造
成
工
事
に
着
工

作
業
車
の
通
行
に
こ
協
力
く
だ
さ
い

昭
和
5
8
年
度
新
校
舎
建
築
に
向
け

て
、
た
だ
今
第
二
中
学
校
の
造
成
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
に
あ
た
り
、
安
全
対
策
に

は
充
分
注
憲
を
い
た
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
作
業
車
に
よ
る
騒
音
、
壁
嘆

等
の
発
生
が
考
え
ら
れ
、
皆
様
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
学
校
教

育
施
設
整
備
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▽
工
　
期
　
昭
和
跡
年
u
月
2
8
日
～
昭

和
5
0
年
2
月
幼
日

∇
場
　
所
　
上
別
府
字
波
打
は
か

整
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

走
る
こ
と

を
通
じ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活

動
I
C
対
す
ろ

理
解
と
関
心

を
深
め
、
町

民
相
互
の
親

睦
と
健
康
づ

「第8回・

県
内
の
す
べ
て
の
野
菜
所
で
は
、
昭

和
新
年
1
2
月
1
日
か
ら
次
の
最
低
賃
金

頼
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
に

は
、
栢
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家

族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
最
低
賞
金
額
一
日
三
千
六
十
円

∇
時
間
治
者
一
時
間
三
百
八
十
三
円

麦
の
共
済
を
掛
け
ま
し
ょ
う

公
民
館
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

第
2
回
「
親
と
子
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

第
2
回
「
親
と
子
の
集
い
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
今
年
は
竹
細
工
と
わ
ら

細
工
冷
し
ま
す
。
親
と
子
の
皆
さ
ん
の

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
主
　
催
　
教
育
委
員
会

▽
期
　
日
　
昭
和
新
年
1
2
月
2
6
日
（
日
）

9
時
～
1
2
時
0
0
分

▽
会
　
場
∴
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

▽
対
　
象
　
町
内
の
親
と
子
八
十
名
（

四
十
組
）

▽
作
　
品
　
正
月
の
し
め
か
ざ
り
・
た

こ
つ
く
り

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

砥
話
（
2
9
3
）
1
3
5
5

▽
締
切
日
　
1
2
月
鉛
白
（
水
）

材
料
の
わ
ら
と
竹
は
主
催
者
で
準
鯛

し
ま
す
が
、
そ
の
他
必
要
な
も
の
は
参

加
者
で
準
備
願
い
ま
す
。

▽
主
　
催

▽
後
　
援

▽
主
　
管

▽
日
　
時

▽
コ
ー
ス

▽
競
　
技

町
公
民
館
連
絡
協
額
会

教
育
委
員
会

町
体
育
協
会

町
青
少
年
育
成
町
民
会
韻

町
陸
上
競
技
協
会

昭
和
新
年
1
2
月
1
9
日
（
目
し

ス
タ
ー
ト
　
1
0
時

緑
光
苑
－
尾
崎
自
軍
－
別

府
バ
イ
パ
ス
下
周
回
コ
ー

ス年
齢
別
に
1
鳥
－
3
血
ま

で
全
1
6
履
十
区
間

災
奮
補
償
の
充
実
を
計
る
た
め
昭
和
5
8

年
産
麦
共
済
の
引
受
け
を
現
在
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
表
作
付
着
は
漏
れ
な
く

細
目
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
細
目
書
は
、
生
産
組
合
長
が

お
持
ち
で
す
の
で
、
必
要
蕗
項
を
記
入

1
5
ア
ー
ル
以
上
は
義
務
加
入
、
1
5
ア
ー

ル
以
下
は
任
意
加
入
と
な
り
ま
す
。
）

細
目
書
の
記
入
方
法

菱
転
作
の
場
合
、
転
作
者
名
で
細
目

香
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

麦
転
作
以
外
の
借
入
地
は
作
付
著
名

で
細
目
蕾
の
摘
要
欄
に
誰
々
か
ら
借
用

と
く
わ
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
∴
∴
蕃

昭
和
卯
年
寵
愛
共
済
現
金
車
表

へ
昭
和
5
0
年
産
分
は
基
準
収
稜
盈
及

び
掛
金
率
の
変
更
に
よ
り
、
多
少
変
更

が
あ
り
ま
す
。
）

重
油
、
灯
油
筈
の
振
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
重
油
、
灯
油
な
ど
を
使
用

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
油
の
流

出
恕
故
は
、
火
災
発
生
、
環
墳
汚
染
、

水
道
水
涼
の
汚
染
等
の
原
因
と
な
り
ま

す。
保
管
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
思
し

て
く
だ
さ
い
。

の
上
、
1
2
月
1
5
日
ま
で

に
生
産
組
合
長
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

二
戸
当
り
水
稲
鋪
ア

ー
ル
以
上
作
付
け
さ
れ

て
い
る
方
は
菱
を
わ
ず

か
に
作
ら
れ
て
も
義
務

加
入
と
な
り
ま
す
。

水
稲
作
付
2
5
ア
ー
ル

以
下
で
、
菱
餅
作
面
積
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製造業のみなさん

工業統計調査
ェネルキー構造統計調査iここ協力を

製造業の皆さん、通商産業省では昭和57年12月31日現在で、

昭和57年工業統計調査を実施します。

この調査は、製造業を営む苗業所を対象として、製造品の出

荷額、原材料使用額、従業者数、有形固定資産韻などを調査

し、工業活動の実態を明らかにすることを目的としています。

この統計調査の鯖栗は、通商産業省が全国的な規模で、業種

別、従業者数規模別、品目別など細かに集計し、工業統計表と

して発表しています○そして、わが国工業の実態を把握するこ

とに役立つとといこ各理行政施策の立案・計画および国民所得

統計、指数などの基礎資料として広く利用されていますし、皆

さんが各惑製品の生産、販売計画を立てる場合の参考にもなる

など、生活と深い関係があります。

また、エネルギー消費の産業別規模別、地域別椋戊をとらえ

ることを目的とした、エネルギー消費統計調査もあわせて行わ

れます。

調査をお願いする製造事業所には、年末年始にかけて調査員

が調査票を待ってお願いしますので、ご協力をお願いします。

なお、皆さんから提出された調査票は、統計法により、統計

以外の目的には使用されることはありませんので、ありのまま

を記入してくださるようお前、します。

l

‾i●●‾i●●－～－●●一●●－●●－“－●●一・●一●●一一一i●●一●・一・●I

交通事故のご椙談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております
9時30分～16時30分（平日）

土曜日は正午まで

◎専門の相談員が親身になってこ相談に応じまも

㊥網1士相織目：餌食8613鳴～16時

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車僚機詩求相談センター
北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ピル8暗　中倉調査事務所内

℡　〈521）2140（直通）（塊1）153l

t話のご柏駿もお受けします

20歳になったら国民年金に加入しましょ　う

島
圧
倒
馴
郎
馴

そ
ろ
そ
ろ
北
風
が
強
く
吹
き
、
寒
波

が
到
来
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

水
道
管
は
寒
さ
に
弱
い
も
の
で
す
。
特

に
気
温
が
四
度
以
下
に
な
る
と
凍
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
冬
の
朝
、
水
道
が
で
な
い
た
め
不

便
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
か
ら
水
道

管
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

○
北
向
き
の
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

水
道
管

○
屋
外
に
あ
る
水
道
管

○
露
出
し
て
い
る
水
道
管

こ
れ
ら
の
場
所
に
あ
る
水
道
は
特
に

気
を
つ
け
て
、
防
寒
材
料
で
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。

＜
保
温
の
方
法
V

水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
付

け
、
冷
た
い
風
に
当
て
な
い
よ
う
に
す

る。

＜
糠
指
し
た
時
は
∨

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
風
呂
の
残
り
湯
の
よ
う
な
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

∧
破
裂
し
た
時
は
∨

ま
ず
、
メ
ー
タ
ー
の
近
く
に
あ
る
止

水
栓
を
し
め
て
、
申
開
市
水
道
修
繕
セ

ン
タ
ー
　
＄
（
2
4
6
）
1
4
5
0
へ

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の

ご
　
案
内

来
年
進
学
を
控
え
て
い
ろ
お
子
様
を

お
持
ち
の
家
族
の
み
な
さ
ん
は
、
い

ろ
い
ろ
と
気
が
か
り
な
誌
と
思
い
ま

す。
安
心
し
て
利
用
で
き
る
「
ロ
ー
ン
」

と
し
て
国
の
進
学
ロ
ー
ン
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
制
度
は
昭
和

塊
年
に
設
け
ら
れ
今
年
で
五
年
目
を
迎

え
多
数
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す。
詳
細
に
つ
い
て
は
国
民
金
融
公
庫
、

銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
の
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

郵

便

局

か

ら

の

お

敵
国

年
　
賀
　
状
　
は
…
…

0
1
2
月
1
5
日
か
ら
お
引
受
け
し
ま
す
。

e
な
る
べ
く
1
2
月
2
0
日
ま
で
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。

o
あ
て
名
は
完
全
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。
団
地
、
ア
パ
ー
ト
は
　
「
○
模
〇

号
」
、
「
○
諜
0
号
室
」
ま
で
く
わ
し

願
い

く

Oo
年
賀
状
を
た
く
さ
ん
お
出
し
に
な
る

揚
合
は
、
「
私
製
は
が
き
」
、
「
官
製

は
が
き
」
別
に
、
町
内
・
県
内
・
県
外

に
区
分
け
し
て
、
輪
ゴ
ム
で
束
ね
て
お

出
し
い
た
だ
く
よ
う
お
お
願
い
し
ま
す

小
　
包
　
は
…
・
・
・

。
内
容
品
に
通
し
た
材
料
で
し
っ
か
り

包
装
し
て
く
だ
さ
い
。

。
年
内
は
平
常
通
り
お
引
受
け
し
ま
す

が
、
年
末
押
し
せ
ま
っ
て
か
ら
出
さ
れ

ま
す
と
、
年
賀
状
の
処
理
と
も
重
な
っ

て
年
内
の
配
達
が
で
き
な
い
揖
合
が
あ

り
ま
す
。

水
道
管
は
寒
さ
に
弱
い
も
の
で
す

寒
波
に
備
え
十
分
に
保
温
を
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圏
関
剛
剛
腿

枇
∴
∴
鶴
i
∴
点

遠
賀
平
野
が
そ
の
昔
、
一
面
に
萱
や
強
の
生
え
た
水

溜
り
の
土
地
で
、
「
ム
タ
」
と
い
う
言
葉
そ
の
ま
ま
で

あ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
遠
賀
川
も
現
在
の
よ
う
な
用
で
は
な
く
、

そ
の
「
ム
タ
」
の
中
を
右
に
左
に
自
由
に
流
れ
て
い
ま

した。む
か
し
む
か
し
の
話
で
す
。

広
陵
と
立
屋
敷
は
同
じ
村
で
、
広
漠
の
枝
村
と
呼
ば

れ
る
立
屋
敷
に
、
氏
神
様
が
あ
り
ま
し
た
。

昔
は
農
村
に
は
お
祭
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
春
は
農

業
を
始
め
る
「
初
乗
り
」
、
夏
は
田
植
え
が
終
る
と
「
さ

な
ぶ
り
」
と
い
う
祭
り
、
秋
は
台
風
に
そ
な
え
て
「
風

止
め
祭
り
」
、
そ
れ
か
ら
一
年
の
終
り
の
新
穀
感
謝
の

「
お
宮
座
祭
り
」
な
ど
と
言
っ
た
お
祭
り
、
そ
の
度
毎

に
広
漠
の
人
た
ち
は
、
沼
田
の
中
の
曲
り
く
ね
っ
た
小

径
を
、
ぬ
か
る
み
を
さ
け
な
が
ら
、
お
宮
に
参
り
ま
し

た
o
お
宮
参
り
が
大
変
な
の
で
、
誰
が
言
う
と
な
く
「
近

（
版
画
　
片
山
正
信
）

そ
か
に
立
屋
敷
の
お
宮
の
「
ご
神
体
」
を
盗
ん
で
、
広
い
強
の
中
の
道
を
広
漠
の
方
に
急

ぎ
ま
し
た
。

や
が
て
お
宮
の
万
で
は
、
「
ご
神
体
」
を
盗
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
大
き
わ
ざ
に
な

り
ま
し
た
o
集
っ
て
い
た
多
せ
い
の
人
が
、
盗
人
の
後
を
追
っ
て
英
暗
な
道
を
分
け
入
っ

て
来
ま
し
た
。

追
わ
れ
る
方
は
一
人
で
す
が
、
「
ご
神
体
」
の
重
さ
と
、
足
元
の
道
の
悪
い
こ
と
で
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
走
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
つ
か
ま
っ
て
は
大
変
な
の
で

一
生
懸
命
に
逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
追
手
が
近
づ
い
て
く
る
の
で
、
と
う
と
う
大
切

な
「
ご
神
体
」
を
菰
の
中
に
捨
て
て
、
逃
げ
て
帰
り
ま
し
た
。

く
に
お
宮
が
在
っ
た
ら
な
1
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
年
の
「
お
宮
座
祭
り
」
も
近
い
頃
で
し
た
。
広
漠
の
若
者
が
、
あ
る
夜
ひ

そ
し
て
あ
く
る
朝
、
お
そ
る
お
そ
る
昨
夜
の
諒
の
原

を
さ
が
し
に
出
か
け
ま
し
た
。
広
い
談
の
中
を
あ
ち
ら

こ
ち
ら
と
探
し
て
、
や
っ
と
「
ご
神
体
」
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
「
ご
神
体
」
は
少
し
の
傷
も
な
く
立

派
な
お
姿
で
し
た
が
、
顎
の
根
元
の
泥
と
、
諒
の
根
に

出
来
る
「
菰
黒
」
　
（
コ
モ
の
実
）
の
た
め
英
黒
に
汚
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
「
菰
黒
」
で
汚
れ
た
た
め
、
「
ご
神
体
」
が

大
阪
に
も
つ
か
ず
、
安
全
た
っ
た
の
で
し
た
。

広
渡
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
は
神
様
の
お
護
り
で
あ
る

と
信
じ
、
そ
れ
か
ら
後
は
毎
年
「
お
宮
座
」
の
お
祭
り

に
は
「
菰
黒
」
を
採
っ
て
、
宮
座
の
膳
に
そ
な
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
来
年
ま
で
一
年
の
聞
、
神
棚
に
懸
け
一
家
の

安
全
を
祈
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。

今
で
も
こ
の
祭
り
は
、
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（
関
谷
　
　
商
）

るあ・hル自明にしろ暮－る一
ノカを金年
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上別府1826番地

筋田　徹　くん

（蓑虫鷺さんの三男）
昭和57年7月10日生

僕、三男の徹君です。男
ばかりの兄弟です。僕お風
呂が大好きで、お風呂に入
るといつもニコニつ。お兄

ちゃん遠が僕をおもちゃに

するけど、僕それでも幸福
なんです。よろしく。

連木1135番地の1

森　　智彦くん

（蕾美学さんの長男）
昭和57年7月12日生

2人のお姉ちゃんに世話

をやかれて少々疲れぎみの
僕です。毎日おじいちゃん
からお風呂に入れてもらい

すっかりおじいち¢ん子に

なったみたい。家中に笑顔
をふりまく人気者です。

不要犬、不要猶の引き振りは遠賀保健所　蟹（201）4161へどうぞ

㈲
鯨
鰹
鰭
圃
山
笠
の
網
目
謬

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い

を
し
て
か
ぜ
の
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▽
時
　
間
　
各
医
院
の
診
麒
時
間
内

繊
繚
▽
薯
彊
絡
続
諸

3
6
カ
月
で
受
け
る
こ
と
。

▽
料
∴
金
　
四
千
円
（
内
二
千
円
は
町

今
後
の
ガ
ン
検
診
予
定

◎
留
ガ
ン
検
診
　
3
月
1
5
日
（
火
）

が
補
助
）

▽
問
診
票
の
配
布
　
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
保
健
衛
生
係
で
問
診
　
◎
子
宮
ガ
ン
検
診

票
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い

▽
そ
の
他
　
生
保
、
町
県
民
税
が
均
等

割
額
以
下
の
世
辞
の
人
は

3
月
1
7
日
（
木
）

3
月
2
3
日
（
水
）

3
月
1
6
日
（
水
）

3
月
2
8
日
（
月
）

3
月
5
0
日
（
水
）

問
診
票
を
受
領
の
際
、
申
　
　
申
込
み
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
逐
次
掲
載
し
ま
す
。

三
　
種
　
混
　
合

▽
接
穂
日
　
1
2
月
廿
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9
月
2
5

日
号
の
九
ペ
ー
ジ
を
ご
琵
く
だ
さ
い
。

▽
今
後
の
予
定
　
間
和
5
0
年
4
月
以
降

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

席
　
疹
（
は
し
か
）

▽
期
　
間
　
1
0
月
上
旬
～
5
月
下
旬

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
（
か
か
り
つ

け
が
あ
れ
ば
中
間
市
、
遠

賀
郡
内
の
病
院
で
も
可
）

▽
む
く
み
と
は
△

む
く
み
と
は
、
血
液
成
分
の
一
都

で
あ
る
水
分
や
塩
分
、
血
し
ょ
う
タ

ン
パ
ク
な
ど
が
、
毛
細
血
管
な
ど
か

ら
も
れ
出
て
、
体
の
組
織
の
細
胞
と

細
胞
の
間
に
た
ま
っ
た
状
態
を
い
い

ます。む
く
み
は
、
外
見
上
は
、
は
れ
ぼ

っ
た
く
見
え
、
指
で
押
す
と
く
ぼ
み

が
で
き
る
の
が
普
通
で
す
。
こ
れ
は

組
織
内
に
た
ま
っ
た
血
液
の
成
分
が

移
動
す
る
か
ら
で
す
。

む
く
み
は
、
全
身
に
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
、
首
や
顔
、
ふ
く

ら
は
ぎ
な
ど
部
分
的
に
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

む
く
み
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
疲
労
が
重
な
っ
た
場
合
な

ど
い
ち
か
い
に
病
気
と
い
え
な
い
も

の
か
ら
、
栄
嚢
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、

さ
ら
に
は
心
臓
病
や
腎
臓
病
な
ど
の

恐
ろ
し
い
病
気
に
い
た
る
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

▽
疲
労
や
栄
暮
蘭
書
が
原
因
な
ら
△

足
の
む
く
み
に
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

足
の
指
先
か
ら
少
し
ず
つ
、
ひ
ざ
に

向
か
っ
て
十
五
分
く
ら
い
強
く
筋
肉

を
も
み
ほ
ぐ
し
、
寝
る
時
に
は
足
を

少
し
高
く
し
て
休
み
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
首
す
じ
ゃ
肩
の
こ
り

の
も
み
ほ
ぐ
し
な
ど
で
、
血
行
促
進

を
は
か
り
心
願
の
働
き
を
助
け
て
や

る
よ
う
に
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
や
、
塩

分
の
と
り
過
ぎ
、
偏
っ
た
食
郵
な
ど

か
ら
栄
饗
障
害
が
起
き
、
そ
の
結
果

手
足
や
顔
が
む
く
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
と
塩
分
を
制
限
し
、
タ
ン
パ

ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
鼠
、
鉄
分
な
ど
が

不
足
し
な
い
よ
う
調
和
の
と
れ
た
食

謡
を
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

全
身
の
む
く
み
が
ひ
ど
く
、
し
か

も
習
慣
的
に
続
く
よ
う
な
と
き
は
、

他
の
病
気
が
原
因
の
場
合
も
考
え
ら

れ
ま
す
か
ら
、
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

▽
ひ
ど
い
む
く
み
は
△

脳
卒
中
な
ど
で
、
ひ
ど
く
手
足
が

む
く
ん
だ
時
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
か
な
い
で
丹
念
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

指
を
一
本
ず
つ
根
元
に
向
か
っ
て
、

も
む
よ
う
に
さ
す
り
、
む
く
み
が
ひ

き
、
小
じ
わ
が
出
て
く
る
ま
で
、
続

け
て
さ
す
り
ま
し
ょ
う
。
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◎
期
　
日
　
1
2
月
約
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
聞
に
お
い
で
く
で
さ

▽
場
　
所
　
役
揚
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
0
～
6
ヵ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
の
測
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

ー
：
・
．
．
、
－
1
●
・
：
l
・
－
．
●
．
〝
．
i
l
．
・
．
．
●
l
I
●
．
●
，
l
1
．
．
．
●
●

一
　
年
末
、
年
始
の
「
し
尿
収

）
　
集
」
、
「
ご
み
収
集
」
、
「

へ
　
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
診
馨

へ
　
は
、
折
り
込
み
の
お
知
ら
せ

（
　
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、

一
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
頭
一

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ高
　
い
い
た
し
ま
す
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
i
I
・
・
・
．
1
1
．
．
●
・
l
l
・
・
●
．
t
I
．
●
・
．
1
1
・
．
．
1
1
－
・
・

応
急
手
当
て
の
知
識
⑥

や
　
け
　
ど

つ
ま
づ
い
て
、
ス
ト
ー
ブ
に
か
け
て

い
た
ヤ
カ
ン
を
落
と
し
た
。
フ
ラ
イ
パ

ン
の
油
が
は
ね
た
。
熱
い
ア
イ
ロ
ン
に

触
れ
て
し
ま
っ
た
　
ー
　
わ
た
し
た
ち
の

周
り
は
や
け
ど
の
危
険
で
い
っ
は
い
で

す
。
特
に
冬
場
は
火
を
使
う
機
会
が
増

え
、
や
け
ど
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

∧
や
け
ど
の
手
当
∨

も
し
、
や
け
ど
し
て
し
ま
っ
た
ら
落

ち
着
い
て
次
の
手
当
を
　
－
。

①
冷
や
す

ま
ず
、
や
け
ど
の
部
分
を
水
で
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。
洗
面
器
な
ど
に
た
め
た

水
に
ひ
た
し
た
り
、
蛇
口
か
ら
流
れ
る

水
で
冷
や
し
ま
す
。
た
だ
し
、
蛇
口
の

水
を
使
う
と
き
は
面
接
や
け
ど
の
部
分

に
当
て
ず
、
一
度
、
や
け
ど
の
近
く
に

か
け
て
水
を
伝
わ
ら
せ
ま
す
。
水
の
労

い
で
皮
膚
が
破
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら

です。版
の
上
か
ら
湯
を
浴
び
た
よ
う
な
と

き
は
、
そ
の
ま
ま
水
を
か
け
て
冷
や
し

ま
し
ょ
う
。
や
け
ど
の
部
分
を
出
そ
う

と
シ
ャ
ツ
を
ま
く
り
上
げ
た
り
、
無
理

に
服
を
脱
か
す
と
、
熱
で
弱
く
な
っ
た

皮
膚
が
む
け
た
り
、
水
泡
が
つ
ぶ
れ
た

り
し
ま
す
。

⑤
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
保
瞳
を

痛
み
が
な
く
な
る
ま
で
冷
や
し
た

ら
、
ガ
ー
ゼ
や
ケ
パ
立
た
な
い
布
を
当

て
て
保
護
し
ま
す
。

服
の
上
か
ら
の
や
け
ど
で
は
、
皮
膚

に
刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
、
シ
ャ
ツ
や

ズ
ボ
ン
は
切
り
さ
い
て
や
け
ど
の
個
所

を
出
し
ま
す
。

や
け
ど
に
、
化
繊
の
服
や
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
が
溶
け
て
こ
び
り
つ
い
て
い
ろ
と

き
は
、
は
が
ず
に
、
そ
の
上
か
ら
ガ
ー

ゼ
を
当
て
ま
す
。

⑧
よ
く
観
察
し
て
お
く

水
で
冷
や
し
て
い
る
と
き
や
、
ガ
ー

ゼ
を
当
て
る
と
き
、
や
け
ど
の
個
所
を

よ
く
観
察
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

や
け
ど
の
種
皮
に
は
、
第
一
度
か
ら

第
一
二
度
ま
で
次
の
よ
う
な
目
安
が
あ
り

ます。第
一
度
…
赤
く
な
っ
て
と
リ
ヒ
リ
痛

む
／
第
二
度
‥
水
泡
が
で
き
、
は
れ
ぼ

っ
た
く
強
い
痛
み
が
あ
る
／
第
三
度
…

乾
い
て
い
て
、
灰
白
色
の
部
分
と
焼
け

こ
げ
た
部
分
と
が
あ
る
。
痛
み
は
ほ
と

ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。

や
け
ど
が
ひ
ど
い
と
き
、
ま
た
軽
く

て
ら
範
囲
が
広
い
と
き
は
必
ず
医
師
の

冷
涼
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
冷
や

し
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ほ

う
っ
て
お
く
と
、
化
の
う
し
て
皮
膚
が

ひ
き
つ
れ
た
り
、
ケ
ロ
イ
ド
が
残
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

や
け
ど
が
顔
や
手
な
ど
人
目
に
つ
く

蔀
分
の
と
き
は
、
形
成
外
科
の
医
師
に

相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

帯
下
　
（
お
り
も
の
）
　
に
つ
い
て

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
　
田
中
壮
介

ー
輔
下
（
お
り
も
の
）
と
い
え
ば
昔

か
ら
持
人
膚
の
代
表
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
が
。

婦
人
病
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
お
り
も
の

の
な
い
病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て

あ
ら
ゆ
る
婦
人
病
の
は
じ
ま
り
と
思
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二
　
お
り
も
の
は
、
ど
ん
な
病
気
に
お

ご
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
り
も
の
の
多
く
な
る
婦
人
病
に
つ

い
て
は
、
あ
と
で
く
わ
し
く
述
べ
ま
す

が
、
そ
の
前
に
お
り
も
の
と
は
、
女
牲

性
器
か
ら
の
分
泌
物
を
総
称
し
て
い
い

分
泌
さ
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
卵
管
帯
下

子
宮
帯
下
、
握
詩
下
、
前
庭
帯
下
な
ど

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
病
気
で
な

く
て
も
健
康
な
婦
人
に
も
お
り
も
の
が

あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

三
　
で
は
、
生
理
的
帯
下
に
つ
い
て
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

用
新
生
児
、
㈲
初
潮
の
前
後
、
㈲
妊

娠
時
、
㈲
閉
経
時
、
こ
れ
ら
の
時
に
み

ら
れ
る
お
り
も
の
は
、
身
体
の
変
調
に

よ
っ
て
お
こ
ろ
も
の
で
病
的
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
い
ち
ば
ん
多
く
み

ら
れ
る
の
は
、
月
経
前
1
0
日
頃
に
は
誰

し
も
陸
の
分
泌
物
が
多
く
な
る
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
卵
巣
か
ら
排
出
さ

れ
た
卵
が
子
宮
内
膜
に
着
床
し
や
す
く

な
る
の
で
す
。

日
　
豪
島
内
で
洗
浄
の
轡
只
や
月
紅
時

の
タ
ン
ポ
ン
を
使
用
し
て
い
る
人
が

か
な
り
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
握
内
に
は
、
デ
ー
デ
ル
ラ

イ
ン
氏
菌
と
い
う
一
極
の
乳
酸
菌
が
お

り
ま
す
。
こ
の
菌
は
盤
内
の
汚
物
を
分

解
そ
う
じ
し
た
り
、
瞳
外
か
ら
有
害
な

パ
イ
菌
の
は
い
る
の
を
防
い
で
く
れ
ま

す
。
こ
れ
を
歴
の
自
浄
作
用
と
い
い
ま

す
。
特
別
の
病
気
が
な
け
れ
ば
、
洗
浄

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
　
家
庭
内
で
の
洗
浄
は
避
け
た
方
が

よ
い
の
で
す
ね
。

全
く
そ
の
通
り
で
す
。
特
別
な
病
気

が
な
い
の
に
洗
浄
す
る
と
腫
内
の
保

安
、
秩
序
を
あ
ず
か
る
デ
ー
デ
ル
ラ
イ

ン
氏
菌
を
外
へ
洗
い
流
す
こ
と
に
な
り

そ
の
結
果
、
他
の
希
薄
菌
が
増
え
て
病

気
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歴
内
タ
ン
ポ
ン
は
増
販
す
る
の
で
書

誌
が
更
に
大
き
く
、
女
性
の
保
健
上
、

賛
成
し
か
ね
ま
す
。

に緒ごてま家はんか空／願お



（11）塵⑬西の紺　　　　　　　　　　　　　第304号

▽　　　　▽　　▽　▽　▽　　▽　▽

科　　　内　　持対現　　時期
参　象

壷四駆腸蓮華

ほかの季節より多くの
エネルギーが必要

冬の寒〃時期になりますと、鮭康
を頒なう（とくに風邪をひく）こと
が多くなります。歴康体を保つため

に気をつlナたりのは、適度な運動、

くつうりだ休養、それになんとIJっ

ても忘れてならなりのは、毎日5回

の食事のあり方です。＿正しlJ栄養知

識を身につけ、バランスのとれた正

しり食生活を心がIナましよう。

気温が逝けnl身　体を淀めるため

に、それだlナ多くのエネルギーが必

要です。そのためlこ冬l身ほかの季節

より？0％くらIj多くエネルギーをと

らなIナnぽなりません。食事の中で

も、揚Iナ物、白ため物をはじめ、煮

物も油で白ためてから煮るとか、

みそ汁にコマ油を落とすなど槽物油

を多くとる工夫をしたIJものです。

また、肉、魚、卵、牛乳、大豆製品
などの良質タンパク質はエネルギー

源でもありますから、その発生熱は

直接体温になり、保温に役立ちます。

ざらに新鮮な野菜や果物IJ，ピタ

ミン、ミネラルの補給源ですが、こ

の時期は不足しがちlこなりますので、

とくに心がIナて食べるようにしまし

よう。

ところで冬の食事Iよ、どんなに栄

養の条件がそろって川でも、冷たく

乙は困ります。この点、温まりなが

ら楽しく食べるなべ料理は冬にふさ

わしIJとりえます。ただ、畳を過ご
しからですから、塩分のとりすぎが

心配されます。塩味の代わりにポン

酢や薬味の工夫でありしく食べるよ

うにしましよう。同時に、5回の食

事をきちんと食べて、なるべく胃を

空にしなりことも防寒のために大切

です。

金　　　容　　患者所

健　康　づ　く　り、　ま　ず　食　卓　を　見　直　そ　う

〈
〈

日
　
1
2
月
2
1
日
（
火
）

間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

原
爆
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
健
康
診
断
実
施

（
財
）
日
本
公
衆
衛
生
協
会
は
、
原
爆

被
爆
者
二
世
に
対
し
て
無
料
で
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
実
施

機
関
の
窓
口
に
宿
望
の
旨
を
申
し
出
て

健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
　
象
　
彼
煙
者
二
世
で
受
診
を
希

望
す
る
者

▽
実
施
期
間
　
昭
和
誠
年
1
月
独
白
（

月
）
～
1
月
柳
日
（
土
）

▽
実
施
機
関
　
西
日
本
産
業
衛
生
会
北

九
州
健
診
診
澄
所
　
小
倉
北
区
大
門

l
の
6
の
1
2
　
＄
（
5
6
1
）
0
0

3
0
　
受
付
時
間
は
、
9
時
～
n
時

3
0
分
と
1
3
時
～
1
4
時
、
土
曜
日
は
午

前
の
み
。
そ
の
他
県
内
で
三
病
院
に

て
実
施
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
衛
生
部

予
防
課
　
㊨
0
9
2
（
6
2
2
）
0
7

1
6
へ
ど
う
ぞ
。

自
治
医
科
大
学

入
学
者
募
集

自
治
医
科
大
学
（
栃
木
県
）
で
は
、

昭
和
5
0
年
度
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
1
月
怨
日
（
日
）

＝
学
力
試
験
（
数
学
・
外
国
語
・
理

科
）
1
月
独
白
（
月
）
＝
人
物
考
査

▽
受
付
期
間
　
1
月
6
日
－
出
目

▽
募
集
大
風
　
音
名

▽
受
験
費
格
　
高
卒
者
及
び
昭
和
艶
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
衛
生
部

医
務
課
　
㊧
0
9
2
（
6
5
1
）
l
1

1
1
へ
ど
う
ぞ
。

無
禄
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
糸
島
郡
前
原
町
大
字
曽
根

4
1
8
番
地

▽
名
　
称
∴
曽
根
基
地
霊
園

▽
屈
出
先
　
粕
屋
郡
宇
美
町
大
字
炭
焼

5
9
8
番
の
1

宗
教
法
人
隆
照
寺
代
表
者

佐
藤
隆
弘
　
㊧
0
9
2
9

3

（

2

）

1

8

5

9

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
1
月
日
日

飼
い
犬
は
鎖
に

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

飼
い
犬
畷
締
り
及
び
野
犬
捕
獲
条
例

（抜粋）

こ
の
条
例
は
、
犬
に
よ
る
人
身
、
家

畜
、
農
作
物
、
そ
の
他
に
対
す
ろ
危
害

を
防
止
し
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上

及
び
社
会
生
活
の
安
全
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

e
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
け
い
留
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
何
人
も
犬
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

。
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
、
飼
い

主
は
す
み
や
か
に
町
長
に
届
け
出
て

そ
の
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ

の
飼
い
犬
を
獣
医
師
に
検
診
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
人
を
か

ん
だ
飼
い
犬
の
飼
い
主
は
、
獣
医
師

の
鑑
定
番
を
町
長
及
び
被
害
者
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第304号　　　　　　　　　　　　　　　禽四鍔の餌（12）

12月下期の遠賀町主要行事
日 �頓 �行∴蜜∴内容i時　間 ��実施会場 �担当課名i目的及び主な対象等 ��詳　細 

10 （ 16 �金 （ 木 �三醜合予醸受付上：30－17：00 ��保健衛生係 窓口 �住民課犀を持参のこと �� 

レザークラフト教室（5）巨0－12：00 ��中央公民館 �社会輔読唇者のみ �� 
● � �寿　大　学i10：00－ ��中央公民館 �■社会輔課i寿大学生 �� 

17 �金 �三種‖毘合予防接適中10－14：00 ��中央公民館 �住民課i生後24－48朋 ��9ページ 

19 �日 � �9；00・－ �轄謹社会教育課阜区代表選手 ���6ページ 
町民走ろう大中言「‾ ��バス下周回 コース �社会教育課i小学校3年生以上申込者 �� 

20 �月 �乳　児　相　中30－10：30 ��役揖保健室（住民課i生後0－6湖 ���10ページ 

21 �火 �妊　婦　相　談【9…30 ��役嚇健重圧民課 ��妊産婦　母子手畷交付 �11ページ 

22 �水 �婦人スポーツ教室 �13：30－ �勤労者 体育センター �社会縮課車在職人 �� 

夜間栄養教室（車00－21中央公蹴 ���社会教育課匡者のみ �� 

23 �木 �レザークラフト縄（6車0－12車央公瑚 ���社会教育課中音のみ �� 

26 �日 �親と子の集い19：00－12‥30 ��離ンタ」社会教育中、・中学生とその説 ���6ページ 

26 （ 30 �目 （ 木 �消防車末警戒中一2… ��町内全域 �庶　務　練 �町内を消防団員が毎日巡回 パトロールします �2ページ 

28 �阜 �役　場　の　事　務　は　正　午　ま　で　で　す。 �����3ページ 

31 �金 �工　業　統　計　調　査 ��町内諺楽所 �産業課i撃鵠脚を ��7ページ 

昭和57年度消防設備土語習会が実施されます
＞欝習日・区分・諒習地

昭和58年

謹　　福岡再

話　　福岡再

話　　福岡市

覿∴∴福岡市

1月綱目　　2稜　福岡市　　　　　＞講習時間　10時－16時

1月28日　　4稽　福岡市　　　　　＞受付場所　北九州市消防局

1月31日　　5謡∴∴福岡市　　　　　＞受付期間　昭和57年12月20日－

2月1日　1頼　北九州市　　　　　　　　　　　21日

2月2日　　3謡　北九州市　　　　　詳細については、遠賀郡消防本部

2月3日　　5種　北九州市　　　　予防課㊥（293）1231へどうぞ。

記事の見落しがないよう、すみすみまでよくお読みください。


